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 北風と太陽 
青森県 北国の新米 

 

思い起こせば 1年前、金融機関の PR 攻勢をきっかけに、おそるおそる資産運用の第一歩

を踏み出しました。しかし、淡い期待とは裏腹に、いくつものファンドと出会い、そして

別れを繰り返してきました。 

 

失望に明け暮れていた矢先、雑誌のかたすみに『ありがとうファンド』なる名前を初め

て目にしました。「変わった名前だな」これが率直な第一印象でした。その後もちょくちょ

く雑誌に顔をのぞかせはするのですが、いっこうにその詳細がわか

りません。 

きわめつけは、さわかみ投信代表とありがとう投信代表の共著『フ

ァンド・オブ・ファンズ入門』。長期投資への思いをまとめるのなら、

それを具現化した自分たちのファンドについても熱く語ってもよさ

そうなものなのに、ここでも謎のベールに包まれたままでした。 

 

やむなく？資料を取り寄せてみると、それまでの実績を誇示する

ようなパンフレットとは一線を画した『ありがとうスタイル ～あ

りがとう投信からのご提案～』の冊子。単色刷りの地味な紙面ながら、設立までの経緯や

愚直なまでのポリシーがぞくぞくするほどに伝わってきました。 

もちろん、すぐさま口座開設と定額投資に行動を移しました。以来、

顧客本意の実直な運用方針、厳選された組み込みファンド、二人三脚

を標榜するファンド仲間、そしてアットホームな対応…。すべてが私

のお気に入りです。 

結局、積極的に PR 展開しているファンドより、知る人ぞ知るひか

えめなファンドに心動かされることとなりました。さながら、イソッ

プの『北風と太陽』のようでした。 

 

今となっては、自分もやみくもにありがとうファンドを人に勧めない方針を貫いていま

す。その後の収益を保証できないこともありますが、義理人情や腰掛気分での参入はファ

ンド仲間の迷惑になりかねないからです。それと、ありがとうファンドには北風ではなく

太陽であり続けてほしいと考えるからです。 

本当に「ありがとうスタイル」の価値がわかる人たちが、みんなで今以上に社会に貢献

できる日が来ることを今から楽しみにしています。 

 

「ありがとうコメント」を募集しております。 
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